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■同窓会長挨拶■ 

       コロナ禍の１年の中で 

 

 同窓会報第８号の原稿を書いていた１年前、新型コロナウイルス

感染症について世の中で問題になり始めてはいましたが、この１年

がこんな世の中になるとは思っていませんでした。コロナ禍の中で

の活動を模索しながらの 1 年でした。 

 昨年４月の緊急事態宣言を受け、急遽同窓会の本部・各支部の

総会は中止にしました。なにぶんにも初めての経験であり、対応が

後手に回ってしまった感も否めませんが、それについては反省し、

令和３年度の活動に生かしたいと思っています。 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた学校に対し、全国の高専に先駆け、いち早く寄付を

行い、コロナ対応に使用していただけました。 

 同窓会ではほとんどの活動が、中止またはオンラインでの開催となりました。昨年１０月末に実施

しました学校とのオンライン交流会はその先駆けで、以降本部・各支部のオンライン交流につなが

りました。それによりこれまでにはなかったようなつながりを持つことができました。 

 米子高専は令和３年度学科改組され、総合工学科の学生として新入生が入ります。同窓会とし

ても、これまでの米子高専の特色を生かしつつ、益々発展されるよう祈るとともに、学校に協力して

いきたいと思っています。 

 まだまだコロナの影響が残っている令和３年度を迎えますが、この１年間の活動を生かし、学校

が総合工学科一本になるように、同窓会の方も学科の枠を超え、会員相互のつながりを深めてい

きたいと思います。 

 会員の皆様のご協力をお願いいたします。 

  

 

 

 

会長 大谷 文雄 
（工業化学科 昭和 54 年卒） 
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学生の主な活躍（２０２０/1～２０２１/１） 
 

＊物質工学科学生が国際学会 SmaSys2020 にて優秀ポスター賞受賞 

 

  物質工学科 5 年遠藤 聖也さんが、国際学会 SmaSys 2020 にて「Development of 

lanthanide nanoparticle included near-infrared compatible photosensitizer (光増感剤含有ラ

ンタニドナノ粒子の開発)」という題目で発表し、見事優秀ポスター賞を受賞しました。 

   遠藤さんは、初めての学会であると共に英語での発表という事で、入念な準備をして当日を

迎えるように心がけたそうです。その結果「SmaSys Best Poster Presentation（優秀ポスター賞）」

を受賞できたことに、非常に驚くと同時に今後さらに研究活動や英語学習を頑張っていきたいと

感想を述べました。 

 

＊高専ロボコン 2020 全国大会に出場し、決勝ラウンドへ進出！ 

 

 アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト 2020 全国大会が 11 月 29 日（日）にオンラ

インで開催され、中国地区代表として米子高専Ｃチーム（ロボコンサート）が出場しました。 

 中国地区大会では、ロボコン史上最多 100 台のロボットによるパフォーマンスで優勝し、全国大

会の切符を手にしました。 

 全国大会では、地区大会からさらに改良を加え、盛大なクリスマスコンサートを催しました。 

 その結果、全国から選ばれた 28 チームのうち、わずか６チームが進出する決勝ラウンドへ勝ち

進みました！ 

 決勝ラウンドでは、ロボコンに関わったすべての方々への感謝を込めたパフォーマンスを披露

し、皆の心を温かく幸せにする素敵な演奏を届けることができました。 

 

＊第 17 回全国⾼等専⾨学校デザインコンペティションで３年連続最優秀賞 

 デザコン 2020 が 12⽉5⽇（⼟）〜6⽇（⽇）にオンラインで開催され、米子高専は本選で、構造デ

ザイン部門での３年連続最優秀賞を含む見事な成績を収めました。 

■構造デザイン部門  

 『最優秀賞』受賞：作品名「琥白鳥」（順不同、敬称略） 

  島崎満月、小柴佑昌、門永星那、清間稜介、實松義仁、長谷川遥 （建築学科 4 年） 

■空間デザイン部門  

 『優秀賞』受賞作品名：「町を横断する遊び」 

  田中偉央利（建築学科 5 年） 
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＊放送部が eiga worldcup で最優秀作品賞受賞 

 

12 月 26 日に開催された「高校生のための eiga worldcup2020」表彰式において、米子高専放

送部制作の映画「幽かな光」が最優秀作品賞を受賞しました。さらに、最優秀撮影賞、最優秀編

集賞、山川直人賞も受賞しました。 

自由部門には、全国から 81 本の応募があり、本校の作品は 11 月の一次審査を通り、12 月の

最終審査にて最優秀作品賞の受賞が決定しました。最優秀作品賞の受賞は 3 年ぶり 3 度目にな

ります。受賞作品は、日本代表として全米高校映画祭へ出品されます。また、フランス高校映画祭

などでの招待上映が予定されています 。 

受賞した作品「幽かな光」は、亡くなった先輩が地縛霊にならないよう、写真部幽霊部員の山田

光莉が、渋々、部活を再開する話。34 分 37 秒間の作品です。監督は 3 年山本善博さんが務

め、カメラ、助監督は 3 年生が担当したものの、出演者とスタッフのほとんどが 1 年生というメンバ

ーで制作しました。 

また、地域部門においても、本校放送部の作品「ネギ姫誕生 ～コロナ禍における観光 PR 動画

制作～」が日本ケーブルテレビ連盟賞を受賞しました。こちらは、コロナ禍で苦労しながら、米子

市 PR 動画「まちなかのネギ姫」を制作した様子を紹介するドキュメントです。 

 

＊学生が所属する市民団体「湖底こううん隊」が令和 2 年度「水・土壌環境保全 

活動功労者表彰」を受賞 

 

令和 2 年 12 月 23 日、環境省「水・土壌環境保全活動功労者表彰」を、本校物質工学科及び

物質工学専攻の学生が中心となって活動する市民団体「湖底こううん隊」が受賞しました。当表彰

は、環境省水・大気環境局長が水・土壌環境の保全に関し顕著な功績のあった団体や個人を顕

彰するため、毎年行っているものです。 

湖底こううん隊は米子市湊山公園内の池の浄化を目的に結成され、平成 26 年から浄化活動

を実施してきました。具体的には、池の底に堆積した有機質泥（いわゆるヘドロ）をかき混ぜる「耕

耘」を毎月、「人力で」行うことによって酸素をヘドロに供給して解消を目指すというものです。耕耘

ともに、泥の分析や生物観察を行ってきましたが、その結果、活動を始めた頃よりも泥に含まれる

有機物量が減少し、ゴカイやシジミなどの底生生物が増加しました。 

本活動は延べ 1000 人以上の学生、地域住民の協力のもと実施されてきました。 

今年度、活動に参加したメンバーは以下の通りです。（順不同、敬称略） 

西田伊吹（物質工学科 1 年） 

池口公平、大江信之輔、大村華穂、楠原龍星、栗原瑞稀、芝幸多、能登路駿、藤岡実愛、 

三浦栞、三神風花、村尾祐実、矢倉裕太、山田吏壱、山本千紘（物質工学科 5 年） 

佐藤詩織（物質工学専攻 1 年）、岩城飛鳥、松岡祐汰（物質工学専攻 2 年） 
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コロナ禍における同窓会活動 
氏名 角 正樹 （Ｅ科11期 昭和54年卒） 

 

 2020 年 1 月中旬、日本国内初の新型コロナウィルス感染者が確認された旨の報告がなされました。この時、

一年後の今の状況を予測できた人がいたでしょうか。新型コロナウィルス感染はさらに拡大を続け、終息の見通

しが立ちません。新型コロナウィルスは私たちの生活に大きな影響を及ぼし、日常が大きく変わろうとしています。

IT を活用したテレワークやオンライン授業、オンライン会議等の導入、普及が一気に加速しました。その一方で、

同窓生の中にもたくさんいらっしゃると思いますが、いわゆるエッセンシャル・ワーカーと呼ばれる方々においては

テレワークの導入は難しく、感染リスクと隣り合わせの厳しい環境下で私達の生活を支えていただいています。 

 

昨年 4 月、同窓会本支部は、5 月～7 月に予定していた総会の開催を見合わせることにしました。首都圏支

部では、総会のみならず、花見会、暑気払い、秋の散策会、忘年会、新年会等もすべて開催を見送りました。こ

れまでの同窓会活動は、前述のような種々のイベントを企画して同窓会有志が集まり、その都度に懇親会を催し

てきました。このようなイベントによって、同じ時期に在学したことのない先輩後輩が卒業期や学科を超えて親しく

なり、そこからさらに親睦の輪が広がる貴重な機会でした。しかし、イベントが全て開催見送りとなった今、過去の

同窓会活動を振り返ってみると、いくつか反省点が見つかりました。お酒の苦手な方や、お住まいの場所や勤務

の都合等からイベントに参加できなかった方々にとっては、無縁で無意味なイベントであったかもしれません。

NHK の人気番組「チコちゃんに叱られる」風に言うならば、「飲み会だけやって同窓会活動やったつもりになって

んじゃねぇよ！」といったところでしょうか。 

 

コロナ禍以前は隔月で支部役員が集合し、母校や本部、

他支部に関する情報共有、支部活動の企画、準備等につい

て話し合ってきました。しかし、昨年 4 月以降、一旦は役員会

の開催を見合わせ、8 月からはオンラインによる開催に切り替

えました。オンラインへの移行当初は違和感を覚えた役員も

少なくなかったと思いますが、回を重ねるうちに慣れてきて、

オンライン方式のメリットを認識できるようになってきました。

会議開催場所への移動時間も電車の運賃もかからず、時間を有効に使うことができ、対面の会議と遜色ない意

見交換ができることがわかってきました。また、移動の必要がないことから、本部や他支部の方々にも気軽に参

加していただけるようになりました。 

新型コロナウィルスの影響で、これまでどおりできなくなったことが多いものの、これまでは思いもよらなかった

新しい仕組みも生まれました。感染終息に向けて種々の制約や行動の自粛を強いられる毎日ですが、悲観せず

前向きに捉え、本来の同窓会活動のあり方、今後の同窓会活動のあり方を考えるには良い機会かもしれません。 

 

 

 

 

（首都圏支部） 
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米子高専同窓会中部支部活動紹介 

杵築 邦昌（Ｍ科 1975 年卒） 

 

Ⅰ．中部支部の概要 

米子高専同窓会中部支部は、愛知、岐阜、三重、静岡、長野、福井、 

石川、富山の８県に在住する米子高専卒業生のコミュニティーです。 

この地域に在住で中部支部をご存知なかった卒業生の皆さん、ぜひ 

仲間になってください。学生の皆さんで、この地域に就職される方は 

ぜひご連絡ください！大歓迎です！⇒ tyubu-hq@ynct-net.org までご連絡ください 

 

Ⅱ．活動内容の紹介 

  令和二年度はコロナ禍で支部総会も中止となりましたが、色々と工夫を凝らして活動を推進して 

  きました。主な内容を下記に示します。 

  ①米子高専同窓会メルマガ及び Facebook による会員の皆様への情報提供 

   ・毎月発行のメルマガで中部支部役員会の報告や会員からの投稿記事を掲載。 

    ⇒会員の皆様からの投稿をお待ちしております！ 

   ・鳥取県名古屋代表部から頂いた鳥取県関連情報（主に名古屋地区の鳥取県関連イベント情報） 

を米子高専同窓会 Facebook にて紹介。 

  ②米子高専卒業生ネットワークへの投稿 

   ・ポータル・サイトの会員交流広場⇒大高砂フォーラム内に「中部支部フォーラム」を開設し投稿。 

  ③支部役員会 

   ・Line や ZOOM を用いたオンライン役員会を開催。最初は使い方が分からず役員会が勉強会 

    となりましたが、何とか「これはいいもんだ！」という感じで使えるようになりました。 

    オンラインで新年会もできました(笑)。 

今後会員の皆様との交流にも応用する予定。   

・令和三年度中部支部総会の検討 

１１月１３日（土）名古屋栄東急 REI ホテル 

開催で準備を行う。コロナ禍の状況によって 

はオンライン開催とする（6 月末状況判断）。 

   ・遠隔地在住の会員との交流を今後検討 

    距離的に中部支部総会に出席が難しかった 

遠隔地在住の会員の皆様との交流をオンラインで行う事を今後検討します。会員の皆様 

のご参加をお願いします。 

  ④本部、関西支部、首都圏支部との交流 

   ・会長・副会長会への出席、討議（支部長） 

   ・本部、各支部開催のオンライン懇親会に出席（役員有志）。           以上。 

 

（中部支部） 
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この一年の関西支部の活動を振り返って 
氏名 野口 清志 （機械工学科 Ｓ５３年卒） 

 
 今年度は、皆様ご存じの通り世界中で新型コロナ感染が拡大し、私達の同窓会活動も 4 月に予定した最初の

活動「お花見＆ＢＢＱ2020」を皮切りに多くの活動を中止せざるを得ませんでした。 

 この様な中ではありますが、可能な限りの対策を実施したうえで、下記５件の活動を行いましたので報告します。 

 

◇第１３回関西大高砂フォーラム＆新年会 

 令和 2 年 1 月 25 日（土） 11 名参加 

第 13 回のフォーラムは、“新型コロナ感染が

他人事”の時期に、鳥取県関西本部交流室に

て M10 野口清志（私）が「ダイキンで体験した

変わった仕事」と題して、入社から約 25 年間携

わった防衛のものづくりについて紹介しました。 

その後は昨年同様、「海鮮一番」にてお美味しい酒と魚で新年会を楽しみました。 

 

◇支部会員へのアンケート調査 

令和 2 年 7 月下旬～8 月上旬  46 名回答 

関西支部は、2013 年設立から試行錯誤を繰り返しながらも様々な活動を行ってきたが、今後の活動の充実

を図るために、支部総会・各種活動について支部会員の意見を頂きました。今後の活動に活かしていきます。 

 

◇第４回遠藤の釣った魚を喰らう会＆古都奈良の散策 

 令和 2 年 11 月 14 日(土)  15 名参加 

 今年もやりました「古都散策と喰らう会」。談山

神社、安倍文珠院などを散策後、いつもの店で

遠藤副支部長が伊勢湾で釣った美味しい魚を

おなか一杯頂きました。 

 

◇第１２回大高砂ゴルフコンペ 

 令和 2 年 10 月 24 日（土） 8 名参加 

 優勝  E4 塚田哲也さん 

 

◇第１４回関西大高砂フォーラム＆新年会 ＷＥＢ開催 

 令和 3 年 2 月 6 日（土） 17 名参加 

第 2 回非常事態宣言の真只中でしたが、第 14 回のフォーラムを初の試みとなるＷＥＢ開催で行いました。 

発表は、E13 佐々木俊二さんが「警告ラベルの話」と題して、一般消費者が使用する製品や企業が使用する

設備などに表示されている各種警告ラベルについて紹介して頂きました。 

発表者をはじめ全員が自宅でパソコンを前にしての参加でしたが、本部、首都圏支部の役員も参加頂け、多

くの質問も出て活発なフォーラムとなりました。 

その後の新年会は、最近流行りの「ＷＥＢ呑み会」でした。在宅勤務が長い会員からは、「人恋しさの解消にな

るわ！」などの声も上がり、楽しく賑やかに語らいました。 

（関西支部） 
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令和２年度米子本部活動について 
大谷 文雄 （工業化学科 1979 年卒） 

1. 学校への寄付 

 同窓会から学校に対して新型コロナウイルス感染症の対策に役立て

てほしいと５０万円を寄付し、５月１９日に贈呈式を行いました。 

 贈呈式には、学校から寺西校長、稲田副校長、新田副校長、筏津

事務部長が、同窓会から大谷会長が出席しました。 

 大谷会長から、「学校に役立てていただこうと寄付させていただい

た。在校生への対応の支援に活用していただきたい。」と挨拶し、寺

西校長に目録を手渡しました。 

 寺西校長からは、「母校や後輩たちのことを心配し支援してくださる

卒業生の篤い気持ちに感謝する。様々な分野で、卒業生の方々が高

専で学んだ専門知識を役立て貢献していることや、先輩たちの高専ス

ピリッツも、学生たちに伝えたいと思う。」と謝辞が述べられました。 

 

2. オンライン会員交流会 

 １０月３１日（土）１３時～１５時１５分、Zoom により学校との「会員交流

会」を開催しました。 

 参加者は学校関係が寺西校長の他に２名のＯＢ教員、同窓会側が一般会員３名と役員１０名の１３名で、総勢１

６名の交流会となりました。 

 まず、寺西校長より、来年度から始まる「米子高専の学科改組について」ご講演いただきました。 

 その後、自己紹介に引き続き、講演に対する質疑応答を交えながら「卒業生として何ができるか」をテーマに

話しました。その中で学校及び同窓会に対する意見・要望が出されました。 

 寺西校長の講演パワーポイントを PDF にしたものは以下のリンク先です。 

→ https://www.ynct-net.org/whats-new/5618/ 

 

3. 本部オンライン新年会 

 １月１３日（水）１９時～２１時、出席者１０名（ＯＢ教員１名、本部５名、関西１名、中部１名、首都圏３名）で、Zoom

による本部オンライン新年会を開催しました。 

 自己紹介に始まり、今年の春から学科改組をする米子高専の教育を話題の中心に、オンライン等についての

情報交換など多岐にわたりました。 

 

4. 本部理事会 

 本部の理事会は毎月原則第３月曜日の１９時から、米子高専

の会議室またはテレビ会議（Zoom）で開催しました。 

  

（本部） 
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会長・副会長会 

 
 同窓会では、本部、各支部の会長、副会長で不定期にテレビ会議を開催しており、昨年以降は以下の

ように開催しています。 

 学校の寺西校長先生やキャリア支援室長前原先生にとの交流も行っています。 

① 第１５回（通算）会長・副会長会：令和２年３月８日（日）（Skype によるオンライン会議） 

② 第１６回（通算）会長・副会長会：令和２年５月５日（火）（Skype によるオンライン会議） 

③ 第１７回（通算）会長・副会長会：令和２年５月５日（火）（Skype によるオンライン会議）寺西校長参

加 

④ キャリア支援室長とのテレビ会議：令和２年６月２６日（金）（Skype によるオンライン会議） 

⑤ キャリア支援室長とのテレビ会議：令和２年７月３１日（金）（Skype によるオンライン会議）中部支部

高梨幹事参加 

⑥ 第１８回（通算）会長・副会長会：令和２年９月２６日（土）（Skype によるオンライン会議） 

⑦ 第１９回（通算）会長・副会長会：令和２年１１月１６日（月）（Zoom によるオンライン会議） 

⑧ 第２０回（通算）会長・副会長会：令和２年１２月１９日（土）（Zoom によるオンライン会議） 

⑨ 第２１回（通算）会長・副会長会：令和３年２月７日（日）（Zoom によるオンライン会議） 

 
 

 

本部・支部間交流について 

 
コロナ禍の現在、オンラインにより以下のような交流をしています。 

  首都圏支部意見交換会：令和２年１２月１６日（水）、１３名参加 

  本部新年会：令和３年１月１３日（水）、１０名参加 

  首都圏支部意見交換会：令和３年１月２０日（水）、８名参加 

  中部支部新年会：令和３年１月２４日（日）、１５名参加 

  関西支部大高砂フォーラム・新年会：令和３年２月６日（土）、17 名参加 

  首都圏支部意見交換会：令和３年２月１７日（水）、12 名参加 

  首都圏支部意見交換会：令和３年３月１７日（水）、13 名参加 
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５０周年記念植樹開花 
副会長 村田 英夫（工業化学科 1982 年卒） 

 

 一昨年１２月に５０周年記念で植樹した二本のサルスベリに昨年花が

咲きました。昨年は例年より雨も少なく、梅雨明け後は猛暑が続き少し

心配しましたが、一年目より開花しました。赤と白一本ずつありますが、

特に深い赤色の花が綺麗でした。下は盆前の５分咲きの写真です。 

 植樹場所は、高専正門から入った左側の庭です。手前に特徴的な黒

御影石のモニュメントもあります。 

 残念ながら、盆休み中の酷暑で花が散ってしまいましたが、今年に期

待したいと思います。 

 米子高専に来校される際はぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校への寄付について 
 

昨年学校に対して 50 万円の寄付をしましたが、活用実績について 

学校から以下の報告がありました。 

○寄附金の活用実績 

項目 金額 内訳 

学生支援金事業 90,000 15,000 円/人×6 人 

自動水栓 96,500  

検温装置 313,500 講義棟出入口設置 

合計 500,000  
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○支援を受けた学生からの声（抜粋） 

・授業を通して使いたい教材を購入するための資金として使用させていただきました。支援金支給制度

おかげで本当に助かりました。コロナ禍でも精一杯頑張ろうと思いました。ありがとうございます。 

・私達のために支援金を寄付してくださりありがとうございます。勉強に集中するための環境を整える

ために支援金を使わせて頂いたので、これからも一生懸命勉強を頑張りたいと思います。 

・マスクの価格高騰で家計に負担があったため、本当に助かりました。ありがとうございました。ご好

意で寄付していただき感謝いたします。有意義に使わせていただきました。 

・コロナで大変な時期にこのような対応していただき感謝しています。ご支援ありがとうございました。 

・この度はご支援いただきありがとうございます。これを通してより一層勉学に励みたいと思います。 

 

 

 

 

メルマガ配信について 

 
 現在月一回、約 1,350 名会員に向けて「同窓会メルマガ」の配信をしています。 

 また、約 350 名の在校生に対し、その内容についての「お知らせ」を配信しています。 

 

 メールアドレス変更を希望される方はメルマガ掲載のフォーマットに記入し、ご自分が在住している地域の

下記編集者まで送信ください 

＜問い合わせ先＞ 

 ・大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県にお住まいの方は、関西支部 佐々木まで 

 ・愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、長野県、福井県、石川県、富山県にお住まいの方は、中部支部 高

梨まで 

 ・東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県、栃木県、茨城県、群馬県にお住まいの方は、首都圏支部 長谷

川まで 

 ・上記以外にお住まいの方は、同窓会本部（米子） 清水まで 

 

 米子高専同窓会メルマガ編集者 

  編集長（同窓会本部） 福庭  mail: yonago-hq@ynct-net.org 

  同窓会本部（米子） 清水  mail: yonago-hq@ynct-net.org 

  関西支部  佐々木  mail: kansai-hq@ynct-net.org 

  中部支部  山浦、高梨 mail: tyubu-hq@ynct-net.org 

  首都圏支部  長谷川  mail: metro-hq@ynct-net.org 
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米子高専同窓会・会計報告 

表紙写真の説明 

【写真上】米子市営湊山球場の廃止 
 米子市営湊山球場は 1953 年、米子城跡三の丸跡に開場し、プロ野球公式戦も開催されましたが、施設の

老朽化が著しくなったことから、東山公園内に 1990 年、米子市民球場が開場しました。湊山球場はその後も

高校野球などで使用されてきましたが、米子城跡を史跡公園として整備するため、2020 年 9 月をもって廃止

されました。湊山球場は、新たに「米子城跡三の丸広場」として生まれ変わることになり、2021 年 3 月には米

子城跡三の丸駐車場が完成しました。 （右奥が 2021 年 3 月にオープンした米子城跡三の丸駐車場） 

【写真下】JR 西日本米子支社新社屋竣工 
 米子駅南北自由通路等整備事業に伴い、鉄道のまち米子のランドマークとして、1963 年 3 月の開業から

半世紀以上にわたり親しまれた JR 西日本米子支社旧支社ビルの一部解体が必要になり、新支社ビルが建

設され、2021 年 3 月に竣工式が開催されました。2020 年 9 月からは仮駅舎が供用開始されており、2023 年

度中には新たな駅ビル・新駅舎が開業し、新駅舎は橋上駅となり、南北自由通路が設けられる予定です。 
 （手前が JR 西日本米子支社旧支社ビル、奥が同新支社ビル） 

 

 

＊同窓会報の紙媒体から電子発行への変更により、委託料おもに印刷費等の支出を大幅に削減しました。 

 

 

 

令和元年度一般会計決算報告 令和２年度一般会計予算

収入の部 支出の部 （同窓会普通口座）
項目 金額(円) 項目 金額(円) 項目 金額(円) 
繰越金 962,359 委託料 258,953 項目 金額(円) 委託料 220,080
入会金 1,046,000 旅費 239,118 繰越金 1,042,817 本部・支部活動支援費 200,000
繰入金 60,103 積立金 400,000 入会金 1,055,000 在校生活動支援費 500,000
雑入金 88 借上料 97,243 返却金 33,685 旅費 50,000
合計 2,068,550 消耗品費 10,651 雑収入 8 積立金 100,000

通信費 1,053 合計 2,131,510 借上料 5,000
手数料 1,312 消耗品費 10,000
広報費 15,000 通信費 10,000
渉外費 2,000 広報費 15,000

振込料金 403 手数料 2,000

合計 1,025,733 渉外費 2,000

繰越金 1,042,817 予備費 1,017,430

合計 2,131,510

支出の部
収入の部

同窓会からのお知らせとお願い 
１．全会員向け同窓会報発行につきましては、郵送には多額の

経費を要するため、PDF 版のみの発行とすることにいたしまし

た。また、同窓会からのお知らせも電子メール等のインターネ

ットの利用へと変更しております。なお、同窓会活動等の情報

発信は、メールマガジン配信により随時行っております。 

2. 同窓会にメールアドレスを登録しておられない方、メール

アドレスを変更された方は、ポータル・サイト「会員交流広

場」の中にあります「会員情報異動届」により登録をお願いい

たします。 
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